
矢印部分より、ゆっくり
おはがし下さい。

全面開いた上で
両面ともご覧下さい。

事業年度

株主メモ
4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 6月

三菱UFJ信託銀行株式会社

株主確定基準日（1）定時株主総会 3月31日
（2）期末配当金 　3月31日
（3）中間配当金 　9月30日
その他必要あるときは、あらかじめ公告して
基準日を定めます。

公告の方法

株主名簿管理人

電子公告の方法により行います。
但し、電子公告によることができない事故
その他のやむを得ない事由が生じたときは、
日本経済新聞に掲載いたします。
◎公告掲載URL
（http://www.mitsubishichem-hd.co.jp/ir/index.html）

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
（〒100-8212）
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同取次所 三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店

郵便物送付先及び
電話お問合せ先

東京都江東区東砂七丁目10番11号
（〒137-8081）
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

住所変更、配当金振込指定・変更、
単元未満株式買取請求に必要な各用紙のご請求は

※自動音声で24時間承っております。

開封手順

株主名簿管理人の
フリーダイヤル

フリーダイヤル

株主名簿管理人 三 菱 U F Ｊ 信 託 銀 行 株 式 会 社
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-232-711（フリーダイヤル）

連絡先

0120-232-711

0120-244-479

料金後納郵便

証券コード  4188

第4期 第1四半期のご報告
（平成20年4月1日～平成20年6月30日）

株主の皆様へ vol.10

アイアール ナビ



第 1 四 半 期 業 績 の 概 況（ 連 結 ）

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　当期（平成21年３月期）第1四半期の当社連結業績等につ
きまして、ここに 「第１四半期のご報告 IR NAVI vol.10」 をお届け
いたしますので、ご高覧賜りますようよろしくお願い申し上げます。

業績全般

　当第１四半期（平成20年４月１日～平成20年６月30日）にお
ける日本経済は、原油等原燃料価格の高騰による企業収益の
悪化や個人消費の伸び悩み等により、景気は減速傾向で推
移しました。
　当社グループの事業環境につきましては、石油化学製品を
中心に、原燃料価格の高騰により厳しい状況となりました。ま
た、医薬品等のヘルスケア分野におきましては、市場での競争
が一層激化する中で本年４月に薬価改訂が実施されるなど、引
き続き厳しい事業環境におかれました。
　このような状況下、当社グループの当第１四半期の売上高
は、原燃料価格の高騰に伴う石油化学製品を中心とした製品
価格の是正や、昨年10月の三菱ウェルファーマと田辺製薬と
の合併による田辺三菱製薬の発足等により、7,637億円となり
ました。利益面では、上記合併による利益拡大があったものの、
原燃料価格の高騰等の影響を受け、営業利益は345億円、経
常利益は390億円にとどまり、四半期純利益は、上記合併に伴
う少数株主持分の増加により131億円となりました。

平成20年9月

取締役社長

平成２１年３月期※※
平成２０年３月期

１株当り配当金（円）

中間配当金 期末配当金 年  間

8 8
( 8 )( 8 )

16
(16 )

配当の状況

※※ (  )内の数値は、本年５月８日の決算発表時点で公表した予想数値であります。

当期の連結業績予想につきましては、本年５月８日の決算発表時に公表いたしま
したが、第2四半期累計の予想数値は、期初の予想を上回るナフサ等原燃料価格
の上昇及び当第１四半期の連結業績動向等を踏まえ、本年７月31日の当第１四
半期決算発表時に、上記の通り下方修正しております。なお、通期の予想数値につ
きましては、ナフサ等原燃料価格動向が不透明なことから、修正しておりません。

業績予想の修正について

営業利益 （億円）

当期純利益

売上高 （億円）

経常利益 （億円） （億円）
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※ 特別利益として、田辺三菱製薬の発足に伴う持分変動利益１，１７５億円が含まれております。
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セグメント別売上高の構成比

●エレクトロニクス・アプリケーションズ
　（記録材料、電子関連製品、情報機材、無機化学品）

　記録材料は、ポータブルハードディス
ク、フラッシュメモリー等の需要が拡大した
ものの、ＤＶＤの販売価格の低下により、
売上げは減少しました。電子関連製品の
うち、ポリエステルフィルムは、液晶ディス
プレイ用保護フィルム向け等を中心に堅調に推移しましたが、射出
成形品は、販売数量の減少により売上げは減少しました。ＯＰＣド
ラムやトナー等の情報機材は、販売数量が減少したことから、売上
げは減少しました。無機化学品は、堅調に推移しました。
　以上の結果、売上高は923億円となり、営業利益は57億円とな
りました。

●ケミカルズ
   （基礎石化製品、化成品、合成繊維原料、炭素製品、肥料）

●ヘルスケア （医薬品、診断製品、臨床検査）
　医薬品は、田辺三菱製薬の発足による
事業規模の拡大に加え、抗ヒトTNF   モノ
クローナル抗体製剤「レミケード」、抗血小
板剤「アンプラーグ」、アレルギー性疾患治
療剤「タリオン」、麻しん風しん混合ワクチン
「ミールビック」の伸張により、売上げは増加
しました。診断製品及び臨床検査は、いずれも順調に推移しました。
　以上の結果、売上高は1,282億円となり、営業利益は266億円と
なりました。

　当分野においては、石油化学製品の基礎原料であるエチレンの
製造設備における定期修理が第１四半期に集中するため、当第１
四半期における生産量及び利益は他の四半期を下回る水準で推
移しております。

●デザインド・マテリアルズ
　（食品機能材、電池材料、精密化学品、 樹脂加工品、
    複合材）

　食品機能材、電池材料及び精密化学
品は、引き続き堅調に推移しました。樹脂
加工品のうち、各種フィルム、複合フィルム
及びシート製品は、いずれも堅調でした。

複合材のうち、炭素繊維等の産業資材は、前年同期並みの売上げと
なりましたが、建設資材は、公共投資抑制の影響に加え、建築基準法
の改正に伴う住宅着工件数の減少により、売上げは減少しました。
　以上の結果、売上高は697億円となり、営業利益は、建設資材が低
調であったことにより7億円となりました。

（億円）

れることとなったため、売上げは減少しました。炭素製品のうち
コークスは、国内の鉄鋼需要が堅調に推移する中で、原料炭価
格高騰に連動した製品価格の上昇により、売上げは大幅に増
加しました。肥料は、需要が低下傾向にある中で、生産受託の
実施や原燃料価格の高騰に伴う製品価格の是正により、売上
げは増加しました。
　以上の結果、売上高は2,815億円となりましたが、営業利益
は、原燃料価格高騰等の影響により24億円となりました。

　石油化学製品の基礎原料であるエチレ
ンの生産量は、昨年12月に発生した三菱
化学鹿島事業所第２エチレンプラントでの
火災事故の影響等により、22万４千トンと
前年同期を25.9％下回りました。基礎石
化製品、化成品及び合成繊維原料は、国内外の需要が引き続き堅
調に推移する中で、原燃料価格の高騰に伴う製品価格の是正が
あったものの、日本ポリエチレンの連結子会社化により、従来計上さ
れていた同社へのエチレン等の売上げが、連結会計上内部消去さ
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●ポリマーズ （合成樹脂）
　合成樹脂は、日本ポリエチレンの連
結子会社化に加え、原燃料価格の高
騰に伴う製品価格の是正により、売上
げは増加しました。
　以上の結果、売上高は1,552億円
となり、営業利益は、原燃料価格高騰
等の影響により10億円となりました。
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当社グループの事業は、従来、「石化」、「機能化学」、「機能材
料」、「ヘルスケア」及び「その他」の５つの事業の種類別セグメ
ントに区分しておりましたが、当期を初年度とする３ヵ年の中期
経営計画「APTSIS 10」において新たに定めた事業毎の基本
戦略に沿って、当第1四半期から、経営実態をより明確に表示
するため、「エレクトロニクス・アプリケーションズ」、「デザインド・マ
テリアルズ」、「ヘルスケア」、「ケミカルズ」、「ポリマーズ」及び
「その他」の６つの事業の種類別セグメントに区分し直しました。

平成20年3月期まで 平成21年3月期以降

セグメントの変更について



合計
1,900億円
以上

合計
1,250億円

　平成21年1月に実施が予定されている株券電子化に伴い、株主様
の権利は電子的に証券会社等の金融機関の口座で管理されることと
なり、株券は無効となります。

株券をお手持ちの株主様

　株券電子化の直前は証券保管振替機構への株式の預託が
制限されており、また、株券電子化の時期が近づいてきますと、信
託銀行や証券会社の窓口が混雑することが予想されますので、
お早めにお手続下さい。

　当社では、単元未満株式（500株未満の株式）の買取りのほか、買
増しを請求できる制度も導入しておりますので、単元未満株式をご所
有の株主様は、ご検討の上ご利用下さい。なお、本年9月10日から9月
30日までの間は、当社株式取扱規則に基づき、買増請求のお取扱い
を停止しておりますのでご注意下さい。
　単元未満株式は、そのままご所有いただいてもご本人名義になって
いれば、電子化後もその権利を失うことはありませんが、買増制度を利
用され、証券会社を通じて「証券保管振替機構（ほふり）」に株式を預
託されますと、電子化後も株式をスムーズに売買することができますの
でご利用下さい。

名義書換、証券保管振替機構への預託のお手続はお早めに！

当社は、インターネットにホームページを開設し、最新の企業情報を幅広く提供しております。
ホームページアドレス

TOPICSセグメント紹介 株券電子化について

単元未満株式の買増・買取制度について

エレクトロニクス・アプリケーションズ
デザインド・マテリアルズ

特集 　当社グループは、「エレクトロニクス・アプリケーションズ」、「デザインド・マテリアル
ズ」、「ヘルスケア」、「ケミカルズ」及び「ポリマーズ」の５つの事業セグメントを柱として、
中期経営計画「APTSIS 10」に沿って事業活動を行っています。今号より、当社グ
ループのこれらセグメントを紹介していきます。第１回は機能商品分野に属する「エレク
トロニクス・アプリケーションズ」と「デザインド・マテリアルズ」の２つのセグメントです。

　「エレクトロニクス・アプリケーションズ」と「デザインド・マテリア
ルズ」の２つのセグメントでは、当社グループの特徴のある技術の
融合とマーケティングを強化し、成長性の高い市場分野におい
て、顧客のニーズにあった高機能で高付加価値な製品群の創出
と事業の一層の拡大を図っています。

エレクトロニクス・エレクトロニクス・
アプリケーションズアプリケーションズ
エレクトロニクス・
アプリケーションズ

319億円

デザインド・デザインド・
マテリアルズマテリアルズ
デザインド・
マテリアルズ

100億円

エレクトロニクス・エレクトロニクス・
アプリケーションズアプリケーションズ
エレクトロニクス・
アプリケーションズ

390億円

デザインド・デザインド・
マテリアルズマテリアルズ
デザインド・
マテリアルズ

220億円の実行

　このほか、今後のさらなる成長を実現するために、「エレクトロニ
クス・アプリケーションズ」では、固体照明、次世代ディスプレイ、有
機太陽電池、「デザインド・マテリアルズ」では、リチウムイオン電池
材料、自動車用軽量化素材、バイオポリマーというそれぞれ近未
来において市場の拡大が期待される分野において、技術・製品の
開発、早期事業化に積極的に取り組んでおります。

記録メディア
世界でトップクラスのシェアの光記
録・メディア事業を中心に事業展開
を加速

電子機器部材
樹脂、金属等の加工技術で情報電
子分野の様々なニーズに対応

アルミナ繊維
高度な無機材料設計技術により高
機能な素材を実現

株
券
は
ご
本
人
名
義
に
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か
？
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「証券保管振替機構」にお預けの株主様

なお、証券会社を通じて「証券保管振替機構（ほふ
り）」に株式を預託されますと、電子化後も株式をス
ムーズに売買することができますのでご利用下さい。

株主の権利を失う可能性があります。
名義書換の手続については、早急に
当社株主名簿管理人 三菱ＵＦＪ信託銀行
証券代行部（０１２０-２３２-７１１）
までお問合せ下さい。

お手続は不要です

お手続は不要です

名義書換が必要です

は 

い

い
い
え

デザインド・マテリアルズ

エレクトロニクス・アプリケーションズ

イメージング部材
専業メーカーとしてレーザープリンタ等向けＯＰＣドラムや重合トナーで世界シェアＮｏ.１

主力製品群

平成20年3月期営業利益 平成23年3月期営業利益（目標）

炭素繊維及び複合材
ピッチ系炭素繊維として世界シェア
No.1

食品機能材
幅広い用途で使用される食品用機
能性素材

機能性包装フィルム
幅広いニーズに応じた多様な機能
を実現

高機能ポリエステルフィルム
フラットパネルディスプレイ等向けとして信頼
性の高い光学用フィルム事業を世界展開

半導体関連サービス
世界的に高い評価を受けている半
導体の精密洗浄サービス
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